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ー
産
経
福
祉
の
船
に
参
加
し
て

1

後
楽
し
か
っ
た

三
日
間
の
思
い
出
後

七
月
三
十
日
、

三
十

一
日
、
八
月

一
日

と、

三
日
間
お
母
さ
ん
と
東
京
へ
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。

三
十
日
の
朝
、
石
巻
線
に
乗
っ
て
、
石

巻
か
ら
仙
石
線
に
乗
り
か
え
て
、
仙
台
か

ら
新
幹
線
に
乗
っ
て
二
時
間
ぐ
ら
い
し
て

か
ら
、
東
京
駅
に
つ
い
て
東
京
駅
か
ら
、

産
経
新
聞
社
ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

産
経
新
聞
社
が
集
合
場
所
だ
っ
た
の
で
、

急
い
で
行
っ
た
ら
み
ん
な
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
出
発
式
を
し
て
パ
ス
で

産
経
新
聞
浦
安
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
っ
て
、

見
学
を
し
に
行
き
ま
し
た
。
最
初
に
、
新

聞
が
で
き
る
ま
で
の
テ
レ
ビ
を
見
て
か

ら
、
新
聞
社
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
輪

転
機
な
ど
色
々
な
機
械
が
見
れ
た
の
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

三
十

一
日
の
朝
は
、
七
時
に
起
き
ま
し

た
。
朝
食
を
食
べ
て
か
ら
、
専
用
パ
ス
で

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
ま
し
た
。
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
か
ら
パ
ス
ポ

ー
ト
と
ミ

l
ル
ク
ー
ポ
ン
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
自
由
行
動
だ
っ
た
の
で

友
達
と

一
緒
に
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン

宮
城
県
石
巻
市

渡
波
小
学
校
六
年

平

塚

ゆ

し、

泌；

テ
ン
や
ビ
ッ
グ
サ
ン
ダ

l
マ
ウ
ン
テ
ン
や

ア
リ
ス
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
や
ス
ペ
ー

ス
マ
ウ
ン
テ
ン
な
ど
、
他
に
も
色
々
な
乗

り
物
に
乗
り
ま
し
た
。
おけ竹
一は
、
チ
キ
ン

カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
夜
は
、
下
人
ぶ
ら
そ
ば
を
食

べ
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
の
で
ま
た
行
き
た
い
で

す
。八

月

一
日
は
、

J
A
S
機
体
整
備
工
湯

を
見
学
し
に
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
、
飛

行
機
の
中
を
見
学
し
ま
し
た
。
飛
行
機
の

中
は
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
っ
て
す
ご

か
っ
た
で
す
。
飛
行
機
は
、
乗
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
き
か
い
が
あ
れ
ば
乗
っ
て
見

た
い
で
す
。

三
日
間
の
中
で
、

一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と

で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
乗
り
物
は
、

初
め
て
乗
っ
た
の
で
と
て
も
楽
し
く
乗
り

物
に
乗
れ
ま
し
た
。
夜
に
な
っ
て
、
っ
か

れ
て
き
た
け
ど
い
い
た
い
け
ん
を
し
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。

漁
協
共
済
推
進
・

表
彰
大
会
開
催

。
去
る
七
月

一
日
、
ホ
テ
ル
日
航
東
京
（
東

京
・
台
場
）
に
全
国
各
地
の
関
係
者
ら
約
六

0
0
人
を
集
め
、
「
平
成
十

一
年
度
漁
協
共

済
推
進
・
表
彰
大
会
」
（
共
水
連
・
漁
済
連

主
催
、
漁
協
共
済
推
進
セ
ン
タ
ー
後
援
）
が

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
で
は、

主
催
者
の
全
面
的
な
ご
協
力

の
も
と
、
会
場
内
で
募
金
活
動
を
実
施
し
、

俳
優
の
木
之
本
亮
さ
ん
や
演
歌
歌
手
の
橋
ひ

ろ
ゆ
き
さ
ん
ら
の
積
極
的
な
募
金
の
呼
び
掛

け
に
、
来
場
者
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
八
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

締
切
り
せ
ま
る
！

関
係

者
の
方

々
を
は

じ
め
、

ご
支
援

い
た
だ

占
C
土品

l
υ

た
皆
様

に
深
く

感
謝
申

し
上
げ

ま
す
。

本
会
育
英
事
業
が
よ
り
多
く
の
方
の
ご
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
前
年
に
引
き
続
き

「
第
八
回
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

『
海
と

子
供
』
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
応
募
要
領
は
次
の
通
り
で
す
が
、

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
本
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
多
数

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
テ

lマ

海
と
子
供
た
ち
を
主
題
に
し
た
も
の

＊
応
募
資
格

水
産
団
体
等
に
所
属
し
て
い
る
人
及
び
そ

の
家
族

A
Z
縮
刷
信
仰
清
届
鵠
臥
・
占
U
品

四
十
周
年
記
念
式
典開

催

去
る
七
月
五
日
、
東
京
・
港
区
「
明
治

記
念
館
」
に
お
い
て
、
全
国
の
婦
人
部
関
係

者
ら
約
二
五

O
名
が

一
堂
に
会
し
、

『
全
国

漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
設
立
四
十
周
年
記

念
式
典
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
究
集
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
本
会
職
員
に
よ
り
募
金
活

動
が
行
わ
れ
、
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
か

ら
貴
重
な
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
サ
イ
ズ

プ
リ
ン
ト
（
カ
ラ

l
及
、
び
白
黒
、

ネ
判
1
四
つ
切
り
）

ス
ラ
イ
ド
（
三
十
五
ミ
リ
判
1
六
×
九
判
）

＊
応
募
締
切

平
成
十

一
年
十
月
三
十
一
日
（
日
）

当
日
消
印
有
効

＊
発
表

入
賞

・
入
選
者
に
は
、
平
成
十
二
年

一
月

中
旬
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
ほ
か
、
本

紙
「
育
英
会
だ
よ
り
」
等
で
発
表

＊
そ
の
他
の
注
意
事
項

の
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

⑦
作
品
の
返
却
は
ス
ラ
イ
ド
の
み
と
し
、

返
信
用
封
筒
・
切
手
同
封
の
方
に
限
り

ま
す
。

③
入
賞
・
入
選
作
品
の
版
権
は
本
会
に
帰

属
し
、
広
報
用
に
使
用
さ
れ
ま
す
。 キ

ヤ
ピ

ii :I 
議考 ． 
3委

；塁

去
る
平
成
十

一
年
七
月
二
十
八
日
、
平

成
十
一
年
度
第
二
回
選
考
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、

『
第
二
回
奨
学
生
出
願
者
（
平
成
十

一
年
七
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
』
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

幼
稚
園
・
小
中
学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨

学
生
二
名
、
高
校
等
在
学
の
学
資
給
与
奨

学
生
四
名
（
う
ち
、
高
校
等
貸
与
奨
学
生

の
併
願
一
名
）
、
大
学
等
在
学
の
貸
与
奨
学

生

一
名
、
合
計
八
名
（
実
質
七
名
）
の
採

用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生
と
併

せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平
成
十

一
年

九
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
通
り
で
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

j第z
i星土
器事年
窓会度

？霊
設貢
議会
議開
設催

去
る
七
月
二
十
二
日
、
平
成
十

一
年
度
第

二
回
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
十
二
年
度
日
本
財
団
補
助
金
交
付
申
請
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
公
益
法

人
の
指
導
監
督
基
準
の
改
正
に
伴
い
寄
附
行

為
の
一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
・
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、

理
事
に
佐
藤
栄

一
氏
（
農
林
中
央
金
庫
常
務

理
事
）
、
北
崎
初
恵
氏
（
全
国
漁
協
婦
人
部

連
絡
協
議
会
会
長
）
、

三
上
裕
三
氏
（
全
国

連
合
小
学
校
長
会
会
長
）
、
尾
崎
健
氏
（
全

国
中
央
市
場
水
産
卸
協
会
専
務
理
事
）
の
四

名
と
、
評
議
員
に
古
川
俊
氏
（
青
森
県
信
用

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、

阿
部
長
栄
氏
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
代
表
理
事
会
長
）
、
驚
藤
辰
男
氏
（
山
形

県
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）
、
大

黒
信
吉
氏
（
富
山
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
）
、
嶋
洋

一
氏
（
和
歌
山
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、

西
川
太
氏
（
岡
山
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
）
、
永
岡
哲
雄
氏
（
山
口
県

漁
協
系
統
団
体
共
通
会
長
）
、
富
沢
泰

一
氏

（
大
分
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事

会
長
）
の
六
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
九
月
十
四
日
、
東
京
都
千
代
田
区
コ

ー
プ
ピ
ル
に
お
い
て
、
「
平
成
十
一
年
度
全

国
育
英
事
業
事
務
担
当
者
会
議
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
日
頃
、
育

英
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
各
都
道

府
県
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会

事
務
局
担
当
の
漁
連

・
信
漁
連
・
指
導
連

・

操
業
安
全
協
会
等
の
職
員
並
び
に
水
産
庁
企

画
課
大
井
課
長
補
佐
、
田
中
調
査
指
導
係
長
、

全
国
協
議
会
事
務
局
担
当
の
全
漁
連
沢
村
参

事
、
倉
津
部
長
代
理
が
出
席
し
、
次
の
議
題

に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
、
今
後

も
育
英
事
業
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
確
認

し
合
い
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
、
「
平
成
十
年
度
事
業
報
告
」
及
び

「平

成
十

一
年
度
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
（
育

英
事
業
、
事
業
収
支
、
寄
付
金
、
及
び
育

英
事
業
推
進
活
動
等
）

二
、
今
後
の
育
英
事
業
に
つ
い
て
（
育
英
事

業
の
現
状
、
及
び
今
後
の
募
金
活
動
）

三
、
学
資
給
与
・
奨
学
金
貸
与
事
業
の
事
務

手
続
き
に
つ
い
て

⑨再生紙使用漁船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛
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＊
暑
い
毎
日
が
続
い
て
食
欲
も
う
せ
て
し

ま
い
が
ち
だ
け
ど
、
勉
強
も
部
活
も
が
ん

ば
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
岩
手
県
箱
石
さ
っ
き
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
の
夏
も
ア
ル
バ
イ
ト
が
見
つ
か
ら
ず
、

残
念
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
賀
県
中
巨
大
介
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夏

休
み
中
は
、
病
院
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
立
派
な
看

護
婦
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
大
分
県
杉
山
あ
い
）

の
z

お

便

り

りよ

ネ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我

が
家
の
九
才
・
五
才
・

三
才
の
「
だ
ん
ご

3
兄
弟
」
は
、
こ
の
夏
休
み
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
又
、
今
日
は
明
日
か
ら

の
お
盆
の
準
備
に
追
わ
れ
な
が
ら
、

子
供

達
は
「
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
来
る
ん
で
し

ょ
？
」
と

一
生
懸
命
手
伝
い
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

だ会英育

（
宮
城
県
中
里
記
子
）

＊
東
北
も
大
変
暑
い
日
々
で
す
。
毎
日
、

部
活
（
サ
ッ
カ
ー
）
で
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。（

宮
城
県
阿
部
保
子
）

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
女

も
中
学
生
最
後
の
夏
休
み
を
楽
し
く
過
ご

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
生
徒
会
長
と

し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
三
重
県
岸
本
麻
見
）

＊
い
つ
も
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
c

と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
主
人
が
事
故
に
あ

っ
た
の
が
お
盆
の
日
で
し
た
。
忘
れ
る
事

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
お
盆
に
な
る
と
毎
年

あ
の
時
の
つ
ら
さ
が
特
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

( 2) 

（島
根
県
村
松
淳
子
）

水
早
い
も
の
で
夫
が
永
眠
し
て
、
今
月
で

』
年
に
な
り
ま
す
。
泣
い
た
り
、
笑
っ
た

り
し
な
が
ら
も
夫
に
心
配
か
け
て
は
い
け

な
い
と
毎
日
を
一
生
懸
命
に
私
な
り
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
愛
媛
県
漬
岡
幸
子
）

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夏
休
み
も

長
男
は
受
験
勉
強
、
次
男
は
部
活
で
毎
日

頑
張
っ

て
い
ま
す
。
子
供
が
何
か
に

一
生

懸
命
な
姿
は
、
親
に
と
っ
て
最
高
の
喜
び

で
す
。
何
事
も
な
く
過
ぎ
て
い
く
日
々
に

主
人
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

（
長
崎
県
松
永
好
江
）

＊
夏
休
み
も
ほ
ぼ
半
ば
。
毎
日
、
兄
弟
で

仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
先
日
は
キ
ャ
ン

プ
に
も
行
き
ま
し
た
。

（大
分
県
上
野
富
美
子
）

＊
亡
父
の
初
盆
に
も
頑
張
っ
て
手
伝
い
を

し
て
く
れ
て
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
亡
父

も

一
番
う
れ
し
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
看
護
学
校
に
も
元
気
で
通
っ
て
お
り

ま
す
。

（
熊
本
県

岡
村
つ
ね
こ
）

『
会
員
申
し
込
み
・
奨
学

資
金
の
ご
寄
付
』

の
お
礼

平
成
十

一
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
聞

に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
会
員
の

ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
ご
芳
名

（敬
称
略
）

〔
六
月
〕
マ
遠
藤
弘
・
新
規
（
荒
川
区
）
マ

東
正
光
・
新
規
（
川
越
市
）

〔
七
月
〕
マ
檎
厄
一哲
男
・
継
続
（
越
智
郡
関

前
村
）
マ
石
田
周
而
・
継
続
（
昭
島
市
）

〔
八
月
〕
マ
岸
野
昭
雄

・
新
規
（
日
野
市
）

マ
釜
田
朝

・
継
続
（
佐
倉
市
）

－W同
町
）

『
募
金
・
ご
寄
付
』

の
お
礼

平
成
十

一
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲

げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

泌
m
w』
草
刀

a
q
（
惜
酬
明
耽

mw眼
附
）

一、漁協系統募金（各都道府県の漁

連、信漁連、指導連等で構成する

「漁船海難遺児を励ます地方協議会

（略称・地方協ご等で取り扱った分

で、一般寄付金を含みます。）

［六月〕＠新潟県マ内田英子。山口県

マ下関ふく連盟マ荒川正治マ笹川陸

。福岡県マ蓑島漁協青壮年部｜チャ

リティl募金。長崎県マ長崎市茂木

漁協婦人部マ中山良夫

〔七月〕。青森県マ木村徳栄マ新保宣

嘉マ藤田匡マ北海三郎。秋聞県マ冊

高盛・代表取締役斉藤幸夫。千葉県

マ水産まつり実行委員会マ堺マ外記

栄太郎マ地方協。静岡県マ静岡県水

産行政OB会マ地方協。和歌山県マ

谷口章。島根県マ川辺勝朗｜香典返

し。山口県マ第四十九回浅海増殖研

究発表大会募金。長崎県マ御手洗幸

治マ森清造マ御手洗昭人マ中山良夫

マ亀山太助マ平山純敏。熊本県マ地

方協。鹿児島県マ串木野まぐろフェ

スティバル実行委員会マ側大坪

建設マ同釣狂クラブマ鹿児島ま

ぐろ同友会マ地方協。沖縄県マ

地方協

〔八月〕。北海道マ小樽水産高

等学校情報通信科三年生一同｜；

ボランティア活動募金マ同校情書

報通信科二年生一同ボランテ

イア活動募金マ歌謡連合釧路｜生

第一回チャリティlカラオケマ
ラソン収益金マ厚岸町水産業ゴ学

ルフ大会・会長川崎一好チヤ

リティl募金マ兄輪会・代表小奨
林雅幸｜「魚を食べる会」募金

マ山本洋子i香典返し。青森県別
マ地方協＠三重県ママリンバン

クみえ北海道旅行団マ世古貞雄県

｜香典返しマ地方協。静岡県マ

焼津ドック附＠富山県マ入善町府

商工同友会。兵庫県マ畑中勉｜

香典返しマ地方協。島根県マ野道

木一臣｜香典返し。山口県マ第

一回豊浦町さかなまつり募金。都

香川県マ倉本将司l香典返しマ
藤田昭彦｜香典返し。福岡県マ

金光教玄海教会信徒会。佐賀県

マ地方協。長崎県マ長崎県漁協

青壮年部連合会マ九州電力有川
営業所マ山本謙士ロマ中山良夫マ
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西
村
テ
ル
マ
大
坪
嘉
左
ヱ
門
マ
山
下
ユ
キ

コ
マ
地
方
協
。
大
分
県
マ
横
松
芳
治
｜
香

典
返
し
・

二
、

一
般
寄
付

〔六
月
〕
。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

。
宮
城
県
マ
横
尾
祥
子
（
仙
台
市
）

。
埼

玉
県
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

。
千
葉
県

マ
江
川
美
千
子
｜
香
典
返
し
（
船
橋
市
）

マ
高
橋
圭
介
（
同
）
マ
佐
山
茂
子
（
松
戸

市
）
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

。
東
京
都

マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
人
事
課

（
千
代
田
区
）
マ
白
田
純
一

｜
築
地
報
徳
会

経
由
（
中
央
区
）
マ
潮
待
茶
屋
企
業
組

合
・
理
事
長
鈴
木
太
一
朗
｜
築
地
報
徳
会

経
由
（
同
）
マ
伊
藤
恵
彪
｜
香
典
返
し

（
杉
並
区
）
マ
梶
浦
富
子
（
同
）
マ
増
田
雅

之
｜
香
典
返
し
（
国
分
寺
市
）

V
生
田
目

弥
寿
（
調
布
市
）
マ
嶋
田
洋

一
（
多
摩
市
）

。
神
奈
川
県
マ
食
の
神
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
｜
全
日
海
三
崎
支
部
経
由

（三
浦
市
）

。
愛
知
県
マ
山
本
強
利

（
愛
知

郡
東
郷
町
）

。
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子
（
笠

（、ド成11'-f.9月車製品）

岡
市
）

。
福
岡
県
マ
福
吉
漁
業
協
同
組
合

｜
共
水
連
経
由
（
糸
島
郡
）

。
鹿
児
島
県

マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
七
月
〕
。
北
海
道
マ
新
谷
哲
也
l
網
走
漁

協
経
由
（
網
走
市
）

。
青
森
県
マ
大
山
チ

セ
（
八
戸
市
）

。
宮
線
県
マ
斉
藤
民
夫

（気
仙
沼
市
）

。
埼
玉
県
マ
冨
元
克
昌
（
越

谷
市
）

。
千
葉
県
マ
隅
山
克
己
（
千
葉
市

花
見
川
区
）
マ
東
京
岩
水
同
窓
会

・
会
長

中
坂
幸
蔵
（
流
山
市
）
マ
飯
村
久
子
（
野

田
市
）

。
東
京
都
マ
増
森
均
（
千
代
田
区
）

マ
漁
協
共
済
推
進

・
表
彰
大
会
募
金
（
港

区
）
マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
設

立
四
十
周
年
記
念
式
典
募
金
（
同
）
マ
称

念
寺
（
同
）
マ
松
本
和
義
（
大
田
区
）
マ

梶
浦
富
子
（
杉
並
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区）

。
神
奈
川
県
マ
榊
原
克
己
（
藤
沢
市
）

。

石
川
県
マ
全
水
商
連
第
四
十
六
回
全
国
石

川
県
大
会
募
金
（
金
沢
市
）

。
愛
知
県
マ

中
野
信

一
（
名
古
屋
市
名
東
区
）

。
岡
山

県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

。
広
島
県
マ

笹
野
理
恵
子
（
因
島
市
）

。
愛
媛
県
マ
丹

む合同を生学奨のみ

。

の
る

金
あ

山
吋

で
司
数

。
学
内

む
入
は

合

、

者

を
は
川

児

に

係

閣
雌
生

川

出
曲
学

2

、
焚
刷
出

は
り
瓜

こ
令
司

l

』

1
3
を
－

F
d
s
l
 

学
内
f
成

中

奨

wr

※
※
※
 

漁船海難遺児

和
子

（新
居
浜
市
）
。
福
岡
県
マ
日
本
旋

網
漁
業
生
産
調
整
組
合
・
代
表
清
算
人
野

村
稲
穂
（
福
岡
市
中
央
区
）

。
鹿
児
島
県

マ
冨
元
明

（鹿
児
島
市
）

〔
ハ
月
〕
。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ

（
八
戸
市
）

＠
宮
城
県
マ
宮
城
県
秋
万
魚
漁
携
通
信
協

会
｜
全
日
海
東
北
地
方
支
部
経
由
（
石
巻

市）

。
崎
玉
県
マ
冨
元
克
自
（
越
谷
市
）

。
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）
。
東

京
都
マ
梶
浦
富
子

（
杉
並
区
）
マ
指
幸
子

（板
橋
区
）
マ
匿
名

（品
川
区
）
。
神
奈
川

県
マ
山
中
政
志
（
横
浜
市
栄
区）

。
新
潟

県
マ
石
添

一
儀
（
蒲
原
郡
）
＠
愛
知
県
マ

中
野
信
一

（名
古
屋
市
名
東
区
）

。
厳
阜

県
マ
田
中
喜
久
子
（
大
垣
市
）
。
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）
。
広
島
県
マ
側

呉
海
員
会
館
・
押
し
花
教
室
一
同

・
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
く
れ
i
全
日
海
中
四

国
地
方
支
部
経
由

（
広
島
市
南
区
）
。
大

分
県
マ
大
分
海
洋
少
年
団
｜
全
日
海
大
分

県
事
務
所
経
由
（
大
分
市
）

。
鹿
児
島
県

マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

＠再生紙使用羽根募金の水色!! 手をの愛




